
令和7年度
校内研究のまとめ



令和6年度～9年度実践の2年目

全体テーマ『子どもの「わかる」
「できる」「伝わる」を伸ばす

ICTの活用』



小・中学部（肢体部門）
２年目実践報告



Time Table ～流れ～

研究の背景

実践したこと

今後の課題について



研究の背景
（Why①：現状の課題）

転任者や昨年他学部に所属していた
先生との共有

（高等部はChromebook）

新しいアプリの等の導入をして、
活動・表現の幅を広げていくこと



研究目的と位置づけ
（Why②：２年目のねらい）

【学部全体テーマ】
「みんなで触ってみよう・チャレンジしてみよ
う」

【２年目のねらい】

児童・生徒や学年の実態に応じた
情報機器の活用



実践全体の流れ
（How①：年間の構造）

昨年度までの実践の共有
学年での検討
校内学習会・iPad新しいアプリの導入

学年での研究・事例のまとめ



授業(支援)の詳細
（How②：具体的取り組み）

実践例① ゆめ水族館



授業(支援)の詳細
（How②：具体的取り組み）



授業(支援)の詳細
（How②：具体的取り組み）

実践例② ルーレット



実践例② ルーレット



授業(支援)の詳細
（How②：具体的取り組み）

実践例③ 時間割



授業(支援)の詳細
（How②：具体的取り組み）

実践例③ 時間割・



授業(支援)の詳細
（How②：具体的取り組み）

実践例③



授業(支援)の詳細
（How②：具体的取り組み）

実践例③



授業(支援)の詳細
（How②：具体的取り組み）

実践例④



授業(支援)の詳細
（How②：具体的取り組み）

実践例④



授業(支援)の詳細
（How②：具体的取り組み）

実践例⑤



授業(支援)の詳細
（How②：具体的取り組み）

実践例⑤



成果（Before → After）

〇学部での情報交換を通じて、活用の幅を
広げた
〇新しいアプリの検討を学年を中心に、
検討することができ、導入できた!



課題と次年度に向けて
（Next Step）

学部に初めてくる教員への情報共有
新しいアプリの更なる活用
実践例の蓄積とカテゴリー分けを進めて

いく



高等部Ａ（肢体部門）
２年目実践報告



2年目実践テーマ

「Chromebookを
活用してみて」



実践全体の流れ
（年間の構造）

共有（昨年の確認）・・4月～５月

実践例の検討・活用・・６月～11月

まとめ・報告・・12月～1月



研究の背景
（現状の課題とねらい）

今年度は、Chromebook端末を活用して、操作等ができる数少
ない生徒の中から
・キー操作ができる生徒（1名）
・画面タッチができる生徒（1名）
を選出し、２人の生徒の変容の様子と、高A全体の端末活用に
おける課題等について確認検討していくことをねらいとした。

（高A全体として、使ってきたアプリ類）

（実態）
・映像やスライド等に注目できる生徒は多い。
・視聴できる状態まで教員が準備する。（個々の生徒が、端末
を操作し準備をすることは難しい）



成果（Before → After）

（活用前）

・スタート時から中学の時から使用していたので、キー
ボード操作については慣れていた模様。

（活用後）

・最近は、自身のタイピングに課題があることに気づき、
現在はそれを中心に行なっているとのこと。

Classroomを活用したタイピング練習

Classroomアプリ SCHOOL TYPINGアプリ
（学校教育情報処理研究会）

https://seipsg.main.jp/schooltyping/



成果（Before → After）

（活用前）

・手で画面を叩いたり、タッチペンを渡すと自身でむやみに
タップや突いたりしていた。（変化が見られず、端末を手で
叩いたり怒ったりする場面も見られた。）

（活用後・・（教員の支援を受けながら））

・画面をタップをすると画面が変わるということの理解がで
きた模様。

・繰り返しの取り組みから、力を抜きゆっくりと画面に向
かってタッチペンを伸ばすようになった。（落ち着いてタッ
プの練習を受け入れることができるようになった。）

ゆくもテキスト音声サービスとGoogleスライドを活用した
タッチペンでの画面タップ練習

Googleスライドアプリテキスト発話サービスアプリ

https://www.yukumo.net/#/
（株式会社アクエスト）



課題と次年度に向けて
（Next Step）

キーボード操作がで
きる生徒が少ない。

１回１回のパスワー
ド入力が煩わしい。

操作を楽しめるアプリ
が少ない。

Chromebook端末画
面での認識が低い？

教員のICT機器やアプリ活用
の経験の差やスキル不足。



まとめ（Key Message）

►主とした生徒の活用方法は、補助ツール（ス
イッチ等）を活用し、スライドや動画等のタッ
チ操作を含めた鑑賞が中心

► 内部入学生のiPad継続使用も検討すべき
► 外部入学生に対するICT活用の実態把握とB部門
への参加も加味した内容検討

► 個々に教員のICTスキルの再確認（適切なICT機
器の提供と活用方法の習得を図る）

Chromebookに特化した活用実践を考えていくという

方向性については、いかがなものなのであろうか？



高等部Ｂ（知的部門）
２年目実践報告



テーマ

みつける・つたえる・つながる

～ICTで紡ぐ３年間～



Time Table
---流れ---

高B学部研究の概要

各学年の実践報告

成果と課題

次年度に向けて

まとめ



Time Table
---流れ---

高B学部研究の概要

各学年の実践報告

成果と課題

次年度に向けて

まとめ



研究の背景①

【生徒の実態から】
・自分の気持ちや考えを言葉にすることに苦手意識がある

・書字への苦手意識から、表現そのものを避けがち

・「何を話せばよいか分からない」状態に陥りやすい

その結果

⇒自己理解が浅いまま学校生活が進んでしまう

⇒自分の成長や良さを実感する機会が少ない

課題

生徒が「自分を見つめ、伝える」経験が十分に確保されていない



研究の背景②

【表現手段の偏り】
・従来の学習では・・・

「書く」「話す」が中心

書字や口頭表現が苦手な生徒ほど、評価されにくい構造

一方で、生徒は

・写真を撮る（タブレット端末やスマートフォン等）

・タブレット端末を操作する（タイピング、ネット検索）

課題

生徒の強みを生かした「多様な表出手段」が十分に活用されてい

なかった。

ICTが身近にある時代を生きている



研究の背景③

【ICT機器の整備と可能性】
・Chromebook等のICT環境が整い、Googleアプリケーション（クラ
スルーム、ドキュメント。スライド、フォーム等）が日常的に使用可
能となった。

・ICTは
タイピング入力
音声入力
写真、イラスト、動画挿入
レイアウト、色

など、書字以外の表現を可能にする

気づき

ICTを使うことで、「表現できない」から「表現できる」へ
の転換が起こっている



研究目的と位置づけ

〇学部研究のこれまでの歩み

【１年目】：ICTを「使ってみる」

・教員がICT機器、Googleアプリに触れる

・授業での活用に慣れる

【２年目】：ICTを「生かす」

・生徒の自己理解、自己表現にどのような変化がみられるかを確認

・ICT活用が生徒の表現に与える影響を捉える

・活動の成果と課題を整理し、次年度につなげる



研究目的と位置づけ
【２年目の研究目的】

ICTを活用した表現活動を通して、

生徒の自己理解、自己表現の変容を明らかにする。

【２年目で重視した点】

・生徒は…

自分のことをどのように捉えるようになったか

  何を、どのように伝えようとするようになったか

・表現の変化は…

言葉の量や質 理由やエピソードの具体化

発表への姿勢

にどのように表れているか



Time Table
---流れ---

高B学部研究の概要

各学年の実践報告

成果と課題

次年度に向けて

まとめ



『わたしを伝えるプロジェクト』

１年生の実践内容

自立
教科名 アプリケーション

赤/青/緑
実態別グループ

対象

１ ふきだしくんでアイデア出し

２ Googleドキュメントで文章化

３ Googleスライドで視覚化

４ 小グループ、全体で発表

５ Googleフォームでふりかえり

活動の流れ



１ ふきだしくんでアイデア出し

【活動のねらい】
・自由に発想する

・アイデアを共有しあうことで考えの
幅を広げる

私のどんな
ことを紹介
したい？

ゲーム

紹介したいこと
を記入

名前

鉄道関係

食べ物



２ Googleドキュメントで文章化

【活動のねらい】
・考えを順序立てて整理する
・感情や理由を言葉で表現する

紹介したい
こと

具体的に

エピソード



３ Googleスライドで視覚化

見やすいように
文字色や

フォントを調整

写真やイラストを
挿入して

わかりやすく表現
【活動のねらい】

・伝えたい内容を構成し、
わかりやすく表現する

・写真、色、レイアウトなど工夫し、「相手
に伝わる表現」を意識する



【生徒の変容】

・タイピング入力により表現のハードルが下がり、自分の考
えや気持ちをより多く表出する姿が見られた。
・発言が増え、授業への参加意欲が高まった。



生徒の変容

自己理解 と 自己表現



①自己理解の変化 【アンケート結果より 回答数22名】

「とてもそう思う」「そう思う」と回答した生徒の割合が
54.6％ → 85.7％ に上昇

周りの人とちがう「自分らしさ」を大切にできる

とてもそう思う 18.2％

そう思う 36.４％

そう思わない 18.2％

全然そう思わない 13.6％ どちらでもない 13.6％

事前
とてもそう思う 33.3％

そう思う 52.4％

どちらでもない 4.8％

そう思わない 9.5％

事後

ICTを通して、自分のペースで自分を見つめる時間
が確保され、前向きな自己理解につながった



②自己表現の変化

人に自分の好きなことを話すのが楽しい

とてもそう思う 45.5％
そう思う 22.7％

どちらでもない 18.2％

そう思わない 9.1％

全然そう思わない 4.5％

「とてもそう思う」「そう思う」と回答した生徒の割合が
68.2％ → 81.8％ に上昇

とてもそう思う 50％

そう思う 31.8％

どちらでもない 13.6％

そう思わない 4.5％

ICTの活用が話す前に考えを整理す
る「安心材料」として機能し、話すこと
への楽しさが高まった。



③教員の見取り（授業担当者への聞き取り）抜粋

質問されると考えをまとめるまでに時間がかかり、発言がむず
かしかった生徒が、ICTを活用することで、自分の考えや気持ち
を文字やイラスト等で整理することができるようになって、焦ら
ずに自分のペースで活動に取り組む姿が見られるようになりま
した。

Q 今回の『私を伝えるプロジェクト』を通して生徒にどんな変容が見られましたか？

発表が苦手な生徒も作成したスライドが安心材料となり、堂々と発
表するする姿が多く見られました。
また、大勢の場での発表を通して「少し自信がついた」と
発言している生徒もいました。



『わたしたちの学校生活ガイド』
〜新入生に伝えたいわたしたちのリアルな毎日〜

２年生の実践内容

職業・情報

教科名

赤/青/黄
実態別グループ

対象

赤グループ「座間支援学校の１日紹介」

青グループ「行事紹介」「給食紹介」

黄グループ「校内紹介」

各グループのテーマ

アプリケーション



1,構成を考える【Canvaホワイトボード】

2,撮影【Googleカメラ】

3,動画編集【Canvaプレゼンテーション】

4,完成した動画を全体で披露

活動の流れ

赤グループ「座間支援学校の１日紹介」

●事前アンケート

●事後アンケート

【Ｇoogleフォーム】



１ Canvaホワイトボードで構成を考える（グループ活動）

生徒の姿

・発表や発言が苦手な生徒も

・友達の意見を参考にしながら

・自分のペースで

自分の考えを伝える ＋ 協力して構想を形にする
【自己理解・表現】 【協働】



５ 全体で披露

活動内容【ねらい】

・完成したスライドお互いに見合う【相互評価、自己肯定感、達成感】

黄色グループ：校内紹介 青グループ：行事紹介

赤グループ：1日の紹介青グループ：給食紹介

発表時の様子から・・・
「披露した際に達成感を感じている

表情が見られた」（70%）
【教員事後アンケート】



生徒の変容
【自己理解】【自己表現】



自己理解の変容①

いま自分が
できること

変化率事後

+41%86% 

+45%76% 

+49%83% 

+76%93% 

+21%93% 

+13%79% 

+45%86% 

基本的な操作力
から・・・

自分で考えたことを表現できるという意識！
自己理解の深化

できること・
できるように
なったこと

事前選択肢項目（網羅版）分類

45% スライド作成・構成を考える表現制作

31% 編集やデザインを工夫する表現制作

34% 自分の考えやアイデアをまとめる思考

17%音声（録音・AI音声）を入れる操作

72% 写真や動画を挿入する・撮影する操作

66% 文字を打つ・編集する操作

41% 友だちと話し合い、協力して決める協働

事前選択肢項目（網羅版）

45% スライド作成・構成を考える

31% 編集やデザインを工夫する

34% 自分の考えやアイデアをまとめる

17%音声（録音・AI音声）を入れる

72% 写真や動画を挿入する・撮影する

66% 文字を打つ・編集する

41% 友だちと話し合い、協力して決める

分類

表現制作

表現制作

思考

操作

操作

操作

協働

選択肢項目（網羅版）分類

スライド作成・構成を考える表現制作

編集やデザインを工夫する表現制作

自分の考えやアイデアをまとめる思考

音声（録音・AI音声）を入れる操作

写真や動画を挿入する・撮影する操作

文字を打つ・編集する操作

友だちと話し合い、協力して決める協働

表１「自分ができること（事前）」から
「自分でできた・できるようになった（事後）」の変容

事後

86% 

76% 

83% 

93% 

93% 

79% 

86% 

事後

86% 

76% 

83% 

93% 

93% 

79% 

86% 

選択肢項目（網羅版）分類

スライド作成・構成を考える表現制作

編集やデザインを工夫する表現制作

自分の考えやアイデアをまとめる思考

音声（録音・AI音声）を入れる操作

写真や動画を挿入する・撮影する操作

文字を打つ・編集する操作

友だちと話し合い、協力して決める協働



自己理解の変容②

変化率事後事前選択肢項目（網羅版）分類

+41%86% 45% スライド作成・構成を考える表現制作

+45%76% 31% 編集やデザインを工夫する表現制作

+49%83% 34% 自分の考えやアイデアをまとめる思考

+76%93% 17%音声（録音・AI音声）を入れる操作

+21%93% 72% 写真や動画を挿入する・撮影する操作

+13%79% 66% 文字を打つ・編集する操作

+45%86% 41% 友だちと話し合い、協力して決める協働

● 友だちのアイデアを聞いて「なるほど！」と思った：86% (25名)
● アドバイスをもらい、自分の作品に活かすことができた：69% (20名)
● 役割分担をしながら一緒に作業できた：79% (23名)

学び合う気持ちの変化

ICTを使って友達と共同することができましたか？



写真や動画をとって、
活動を記録してみたい

55

友達と一緒に話し合ってまとめたい 59

アイディアを出し合って、
グループで作品を作りたい

62

自分の声やAI音声を入れて
動画や説明を作りたい

62

デザインや見た目を工夫して、
分かりやすく発表したい

スライドにまとめて、
自分の考えを発表してみたい

66

事後Q09.今後やってみたい活動は何？

「見て・聞いて」分かる
という実感から・・・

相手意識を踏まえた
自己表現への意欲

自己表現の変容①

100スライドや絵・写真があると分かりやすい

動画や音声で理解しやすい

自分でまとめる・
動かすことができて分かりやすい

みんなで作ったり話し合ったり
すると理解が深まる

自分のペースで考えられる
から分かりやすい

66

62

45

動画や音声で理解しやすい

スライドや絵・写真があると分かりやすい

デザインや見た目を工夫して、
分かりやすく発表したい

事後Q7.ICTを使うことで、
どのようなことがわかりやすくなったか。



写真や動画をとって、
活動を記録してみたい

55

友達と一緒に話し合ってまとめたい 59

アイディアを出し合って、
グループで作品を作りたい

62

自分の声やAI音声を入れて
動画や説明を作りたい

62

デザインや見た目を工夫して、
分かりやすく発表したい

スライドにまとめて、
自分の考えを発表してみたい

66

事後Q09.今後やってみたい活動は何は？

アイディアを出し合って、
グループで作品を作りたい

62

友達と一緒に話し合ってまとめたい 59

自分でまとめる・
動かすことができて分かりやすい

みんなで作ったり話し合ったり
すると理解が深まる

自分のペースで考えられ
るから分かりやすい

66

62

45

スライドや絵・写真があると分かりやすい

動画や音声で理解しやすい

みんなで作ったり話し合ったり
すると理解が深まる 62

みんなで作ったり話し合ったり
すると理解が深まる

62

自己表現の変容②

100

自己表現＋協働表現への意欲！

事後Q7.ICTを使うことで、
どのようなことがわかりやすくなったか。

自分でまとめる・
動かすことができて分かりやすい

66

スライドにまとめて、
自分の考えを発表してみたい

友達と一緒に話し合ってまとめたい 62

アイディアを出し合って、
グループで作品を作りたい 62



共同編集機能により、
対話や意見交換が活性
化したと感じる(4.8%）

音声や動画など、
生徒が自分に合っ
た表現方法を選べ
たと感じ(33.3%)

【視覚的支援】

写真や表などで情
報の理解や整理が
スムーズに進んだ

   （14.3%）

【意欲の向上】

試行錯誤が容易なた
め、粘り強く作業に
取り組めたと感じる

（19%）

【個への対応】

個々のペースや得
意分野に応じた役
割で活動できたと
感じる （28.6%）

ICTを活用し、生徒の可能性をさらに引き出せる場面とは

【協働の促進】

共同編集機能により、
対話や意見交換が活性
化したと感じる(4.8%)

【多角的表現】

音声や動画など、生徒
が自分に合った表現方
法を選べたと感じる
(33.3%)

教員の見取り

生徒が個々のペースで、自分にあった表現を選べていた。

【個性の発揮、責任感と役割遂行、自己有用感や自信の向上】

教員視点から見たときの、協働的な関わりの弱さ

生徒：生徒の意欲◎

教員：「協働」の質△
協働作業の深め方

目的意識
(11.5%)

自己有用感
(26.9%)

協働的な
かかわり
（7.7％）

個性の発揮

（15.4%）

責任感と役割
遂行(15.4%)

スキルの習熟
（11.5％）

最後まで取り組
む姿勢(11.5%)

活動を通して生徒にどのような変化や成長を実感したか

個への対応

多角的表現

協働の促進

自己有用感

責任感と
役割遂行

個性の発揮

協働なかかわり



『卒業に向けた私の歩み』

３年生の実践内容

自立

教科名 アプリケーション

赤/青/黄
実態別グループ

対象

１ ふきだしくんでアイデア出し

２ Googleドキュメントで文章化

３ Googleスライドで視覚化

活動の流れ



活動内容

①ふきだしくんを使って考えを出す。 ②ドキュメントを使って考え、
伝えたいことを文章化する。

③テーマに沿った内容をスライドに書き込む。

書く内容が思いつかない生徒
は教員と相談し、書き込んだ。



テーマ

・１年生のころの私。

・２年生でできるようになったこと

・３年生でできるようになったこと

・今、私が思うこと

・これからの目標



目的

①自分たちの３年間を
しっかり振り返る。

目に見える成長に加えて
心の成長などにも目を向けるようにした。

②自分たちの３年間を
後輩たちに伝える。

入学当時の自分と同じ不安を持った後輩たち
に自分たちの経験を参考にしてもらう。

③自分らしさを表現する。
文章の書き方は自由にし、
内容や文書の量は実態に応じて



学年全体の実態

・人と関わるのが好きだが、コミュニケーションを
取るのが難しい生徒がいる。

・ＩＣＴを日頃から活用している生徒は多いが、
活用方法、文字の入力方法やスピードなどに差がある。

・人と関わるのが好きな生徒が多い。

・自分の思いを表現するのが難しい生徒がいる。



事例紹介

・模写や選択することができる。

・発語がなく、思いを表現することが少ない。

【生徒の実態】

・ＩＣＴ機器を活用する授業では教員が代理で
操作することが多い。



今回の活動は難しい？
タイピングだと押し間違えが多くあったため
最初は、教員が代わりに操作し、スライドを
作成していた。

生徒が操作できる
方法はないか？



手書き入力を使用



文字を少し書き間違えてしまった時は
予測変換から選んで入力をした。



生徒の変容

プリント形式の場合

・考える。

・書く。（一文字ずつ考えて書く）

・間違えたら消しゴムを使って消す。

・消しきれていないのに、上から書く。

文章を書くの
にハードルが
高い



生徒の変容

☆入力の場合

書字が苦手な生徒にとっては、
解消されるため書くという
ハードルが低くなる。

意欲的に取り組むことが
できるようになった

実態によっては難しいと
思われていた
ＩＣＴ機器を活用した授業

一緒に参加できる可能性が
広がった。



Time Table
---流れ---

高B学部研究の概要

各学年の実践報告

成果と課題

次年度に向けて

まとめ



成果（生徒）

Before After

・自分の考えを整理しにくい
・自分らしさを意識しにくい

・表現手段が限られていた
・伝えることへの不安

・自分で考えたことを表現できる
・言語・視覚で自分を捉えられる

・写真、音声、文字から選択
・「話すのが楽しい」「伝えたい」

自己理解の深化

自己表現の広がりと
質の向上

①自己理解

②自己表現

③個別最適化

・表現方法が一律になりやすかった。
・自分に合った方法を選ぶ機会が少なかっ
た

・自分のペースで表現方法を選択
・個性の発揮、責任感、役割意識の向上
・自己有用感、自信の向上

自分らしい学び
への変化



①発語や言語表出が難しく、

表出のサインを捉えにくい生徒へのICT活用方法の工夫

②認知面のハードルにより、

ICT機器を自力で操作することが難しい生徒への支援の在り方

③生徒間で表現力や表出量に大きな個人差が見られる

④伝えたい内容はあっても、見せ方・整理の仕方・相手を意識した表現

が難しい場面がある

⑤共同編集において、操作ルールや役割理解が不十分なため、

友だちの作成物を意図せず変更してしまうといった場面が見られた

課題（生徒）



組織的な学びの
土台形成

生徒理解の深化ICT観の転換

・協働の質を高める必要性を
共有

・学部全体で成果と課題を言
語化

・継続的、組織的に取り組む
意義を確認

・表出が苦手な生徒の考えや
思いを把握できる場面

・多様な表出(画像、デザイン、
音声等)を評価

・個別最適化が自己有用感に
つながることを実感

・「操作習得」から生徒の思考、
表現を支える手段へ

・ICT導入への心理的ハー
ドルの低下

・「まず使ってみる」姿勢の広
がり

ICT活用を通して、教員の視点が「操作」から「学びの質」へと広がった

成果（教員）



①ICT活用のスタートラインに差がある

・ICT機器の操作に慣れていない教員への継続的なフォローアップ体制が十分では

なかった。

・「まず何から始めればよいのか」が分からず、活用に踏み出せないケーズが見

られた。

②選択肢の多さが、逆にハードルになっている

・多様なアプリツールがある一方で、目的に応じた使い分けの指針が共有されて

いなかった。（例 Googleスライドなのかcanvaなのか）

・結果として、使う人は使う、使わない人は使わないという二極化が進んだ。

③学年・個人に依存した運用

・ICTに興味、関心が高い教員は、自主的に学び、スキルを高めていく

・学ぶ機会が確保されていない教員は活用が停滞したままになりやすい

・教員間のスキル差が広がる構造が生じていた

課題（教員）



Time Table
---流れ---

高B学部研究の概要

各学年の実践報告

見えてきた課題

次年度に向けて

まとめ



次年度に向けて

２．教員の学びを支える環境づくり

・ICTに不慣れな教員も安心して参加できる研修の工夫

・ミニ研修・実践紹介など、継続的に学べる機会の確保

１．学部としての取組の深化

・ICT活用を「個人の工夫」から「学部の共通実践」へ

・目的別に整理した基本ツール・基本手順の共有

・学年を越えた実践共有・フォロー体制の構築

４．３年間を見通した系統的な学び

・１年：自分を知る・伝えてみる

・２年：仲間と伝え合い、協働する

・３年：社会・将来へ発信する

→成長を振り返り、次につなげる学習の積み重ね

３．生徒の表現の場を広げる

・表現方法を限定しない学習活動の継続（話す・書く・写

真・音声・ICT・AI 等）

・発表が苦手な生徒への段階的な支援の充実

・自分のペースで表現できる環境づくり（個別最適な学び

と、協働的な学びの一体的充実）



Time Table
---流れ---

高B学部研究の概要

各学年の実践報告

見えてきた課題

次年度に向けて

まとめ



まとめ

ICTは、できないことを補う道具ではない。

生徒の「伝えたい」を引き出すための道具である。

・Chromebookを活用し、
画像や動画、文章で考えや学びを整理し、発表する活動に取り組んだ

・その結果、生徒は、
自分のペースで安心して自己表現し、
互いの発表から学び合う姿が見られるようになった。

・一方で、ICTの活用が個人の取組に留まりやすい
という課題も明らかになった

・今後は、学部、学校全体で共有、継続できる組織的な取組が求められる。



有馬分教室
２年目実践報告



テーマ
Chromebookを活用しよう



Time Table
---流れ---

現状の課題について

具体的な取り組みについて

まとめ



研究の背景（Why①：現状の課題）

 有馬分教室の生徒はChromebookの使用について関心が高
く、調べ学習などは積極的にChromebookを使用している。
また、授業でもChromebookを使用することが多い。実習
の壮行会や反省会などは用意されたテンプレートを基にス
ライドを使い発表することができている。他にも、授業の
中でカフートを使ったクイズ問題など行うと、生徒たちは
積極的に参加し、楽しんでいる様子が見られる。

 しかし、生徒によって実態差があり、生徒の中にはローマ
字表を見ながら入力している生徒もおり、文字の入力をす
る際には教師の支援を受けながら取り組んでいる。

 文字入力には実態差があるが、文字入力を伴わない活動は
一斉で行うことができることが多く、繰り返し行うことで
慣れていく様子が見られる。



研究目的と位置づけ
（Why②：２年目のねらい）

【学部全体テーマ】

「Chromebookを実践的に
使えるようになる」

【２年目のねらい】

「グーグルレンズを使えるようになる」



昨年度の振り返り … ４月、５月

学部研究の検討、実践 … ６月～

まとめ … １月



実践全体の流れ（How①：年間の計画）

 ５月 今年度の研究について
昨年度の振り返り（スライドを利用した授業について）

 ６月 対象学年の決定
 ７月 グーグルレンズの使い方について
 ８月 ICT活用学習会への参加
 ９月 対象学年の実態把握のためのアンケート実施
 10月 Chromebookの活用状況について確認

グーグルレンズを使用した授業について
 11月 学部全体でアンケート実施
 12月 教員の活用状況についてアンケート実施
 １月 振り返りのアンケート実施



授業の詳細
（How②：具体的取り組み）

グーグルレンズを使った内容教科
・撮影した植物について調べる理科
・提示された画像の楽器を検索する
・音楽記号について調べる音楽
・読み方が分からない漢字を調べる
・検索サイトと並行して調べもので使うその他



成果（Before → After）

入学前にグーグルレンズ
使ったことがあります
か?

授業や休み時間にグーグルレン
ズ使ったことがありますか?



成果（Before → After）

最初はグーグルレンズを使う際、使い方が分から
ず、支援を受けながら取り組む生徒も多かったが、
繰り返し授業で使う中で生徒一人で使えるように
なった。

グーグルレンズを使用してみてどう感じましたか?



成果（Before → After）

これからも授業でグーグルレンズを使う機会があれば
使ってみたいと思いますか。



課題と次年度に向けて（Next Step）

 グーグルレンズを使うことができる生徒が増え、生徒自身
も使えると便利だと感じていることがわかった。今後も調
べる際の一つのツールとしてグーグルレンズを使えるよう
にしていきたい。

 Chromebookの活用という点では、生徒によって実態差が
あるので、授業等を通して全員がスキルアップしていける
ようにしていく必要がある。特に入力に関しては、ローマ
字表を見ながら入力している生徒もいるので、全員がロー
マ字入力できるようになる必要がある。



まとめ（Key Message）

 今回、Chromebookを実践的に活用していくという点で、グーグルレ
ンズを使えるように授業等で使用機会を設定した。最初は調べること
に時間がかかっていた生徒もいたが、機会が増えるごとに自分ででき
るようになっていった。文字入力がないという点で使用に関するハー
ドルが低かったことも関係していると考えられる。

 他学年でも授業の中で使う機会を設定したが、他学年も同様の様子で
あった。文字入力を伴わない活動は生徒にとって取り組みやすい活動
だと感じた。グーグルレンズについてはスマートフォンでも同様の機
能があるので、使えるようになると今後、生活の中でも調べものがで
きると考えられる。

 今後、ローマ字入力等基礎的な力を付けつつ、生徒自身が
Chromebookを活用できるよう、指導する教員側もアプリや機能につ
いて知っていく必要があると感じた。



相模向陽館分教室
２年目実践報告



将来的に活用できる力を育てる
～ニーズに合わせて～



Time Table
---流れ---



研究の背景
（Why①：現状の課題）











研究目的と位置づけ
（Why②：２年目のねらい）







実践全体の流れ
（How①：年間の構造）

•

•

•

•

•

•

•

•



具体的な実践の計画
（How➁：１学期の様子と伸ばしたい力）



授業(支援)の詳細
（How③：具体的取り組み）

２年生

ポスター制作【美術】



成果（Before → After）

ポスター制作【美術】



課題と次年度に向けて
（Next Step）





３年生
授業(支援)の詳細
（How②：具体的取り組み）



成果（Before → After）



３年生
授業(支援)の詳細
（How②：具体的取り組み）











成果（Before → After）

８割

４割程度



課題と次年度に向けて
（Next Step）







まとめ（Key Message）


